


























































































カルは、1988 年より、人生の数々の逸話を、それぞれ額装された 1 枚の写
真と 1 枚の短いテクストによって固有の作品名をもつ組作品とし、それらを
《自伝》シリーズとして制作している。これらの作品群に新作を加えながら























































２－Ⅰ、『追跡』À suivre…(20)、「私はだれであるか」〈Qui suis-je ?〉
『追跡』À suivre…は、ソフィ・カルが尾行をテーマとする過去の作品、『前























































報告書　1981 年 4月 16日、木曜日　


























『尾行』に続き『ダブルゲーム』は 1998 年に、新作 3 作品と自伝的作品を






約ともいえる「ゲームの規則」La règle du jeu の引用である。
L’auteur remercie tout spécialement Sophie Calle de l’avoir autorisé à mêler la réalité à la
fiction.
作家（ポール・オースター）は、虚構 fiction に現実 réalité を混ぜ込むことを許し
てくれたソフィ・カルに深く感謝している（31）。
L’auteur remercie tout spécialement Paul Auster de l’avoir autorisée à mêler la fiction à la
réalité.
作家（ソフィ・カル）は、現実 réalité に虚構 fiction を混ぜ込むことを許してくれ
たポール・オースターに深く感謝している（32）。
ゲームの規則 La règle du jeu
アクト・シュッド版で刊行された、『リヴァイアサン』の中で、作家ポール・オ
ースターは、彼が虚構 fiction に現実 réalité を混ぜ込むことをわたしが許可したこ




















頭の『B,C,Wの記号のもとで過ごす一日』Des journées entières sous le signe du
B, du C, du W. 1998の一節「ワロニアで過ごすウィークエンドとしての W」W
comme « Week-end en Wallonie »におけるカルの自伝契約である。
マリアのようにするために、私はハラップのポケット判仏英辞典の 321 ページに
ある W の文字ではじまるすべての単語を 1 回の行動に集めることとした。そして
1988年 3月 14日土曜日、Wの記号のもとで 1日を過ごした（34）。
同写真作品は、分身 double を暗示するジョルジュ・ペレックの自伝フィク
ション『W あるいは子供の頃の思い出』やワグナーのワルキューレといった





























中のカルの失恋体験を、作家が「苦しみの前」Avant la douleur と「苦しみの後」
Après la douleur と題して写真とテクストによって二部構成し作品化したもので
ある。以下引用はその自伝契約である。
苦しみの前































































































































図１ソフィ・カル『本当のはなし』表紙 Des histoire vraies, Actes sud, éd. 1994,
2002, 2012, 2013.（左より）
図２ソフィ・カル『尾行』





W comme « Week-end en Wallonie », Actes sud, 1998.
図４ソフィ・カル《限局性激痛》1999 年の展示風景
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己物語的な作品群の出現をさす。Cf. Jean-François Lyotard, La condition
postmoderne, Paris, Les éditions de Minuit, 1979. 
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